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聞き手を指示する代名詞代用表現に相当するタイ語として新たに kham thɛɛn bu-rùt  
sàp-pha-naam を提唱している。代名詞代用表現には、親族名称や職業名称、名前などが
使用されていることが確認されており、生起する位置は主語、目的語の位置となる。一




This study aims to clarify the characteristics of pronoun substitutes and address terms in Thai 
from functional and formal perspectives and propose revised definitions of related terminology 
by analyzing previous studies and results of a personal expression survey of Thai native speakers. 
The new term in Thai “kham thɛɛn bu-rùt sàp-pha-naam” is proposed as pronoun substitutes, 
which designate speakers and interlocutors, covering all words, except for personal pronouns, 
such as kin terms, occupation terms, and personal names etc. They occur in the position of the 
タイ語での代名詞代用表現・呼びかけ表現に関する考察 
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subject or object. Another new term in Thai “kham rîak bùk-khon” is also proposed as address 
terms that identify interlocutor as the message receiver. Address terms do not have the role of 
subject or object, but have the function of attention calling and re-calling to interlocutors at the 
beginning/end of a sentence. 
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立場が下の者が呼びかけ表現として使用する場合は thâan ʔa-thí-kaan kháʔとしなくては










































thɛɛn「代名詞」は、表 1 で示した通り (1)kham bɔ̀ɔk bu-rùt「人称表現」、 (2)kham     
chíi-cha-phɔ́ʔ「指示代名詞」、(3)kham mây chíi-cha-phɔ́ʔ「不定代名詞」、(4)kham bɔ̀ɔk   
cam-nuan「数量代名詞」、 (5)kham bɔ̀ɔk kaan-yɛ̂ɛk「分割代名詞」、 (6)kham bɔ̀ɔk     
phûu-khâw-rûam「参加代名詞」の 6 グループに分類され、さらに(1) kham bɔ̀ɔk bu-rùt「人
称表現」は(1)-1 kham naam「名詞」と(1)-2 kham bɔ̀ɔk bu-rùt「人称表現」の 2 グループに
分類されている (表 1 参照) 。 
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表 1：kham thɛɛn「代名詞」の分類5 
分類区分 例 
(1)kham bɔ̀ɔk bu-rùt 
「人称表現」 
(1)-1 kham naam 
「名詞」 
a. 話し手/聞き手の名前 
b. 話し手と聞き手の関係を示す語  
(1)親族名称 phîi「兄/姉」、nɔ́ɔŋ「弟/妹」など 
 (2)他の関係 khruu「先生」、sìt「教え子」など 
c. 聞き手の役職名称、話し手/聞き手の職業名称 
 (1)役職名称 hǔa-nâa「上司」など 
 (2)職業名称 mɛ̂ɛ-kháa「女性の物売り」など 
 




(2)kham chíi-cha-phɔ́ʔ「指示代名詞」 nîi「これ」、nân「それ」、nôon「あれ」 
(3)kham mây chíi-cha-phɔ́ʔ「不定代名詞」 khray「誰か」、ʔa-ray「何か」、nǎy「どれか」 
(4)kham bɔ̀ɔk cam-nuan「数量代名詞」 lúan「全て」、sùan「部分」、bâaŋ「多少」 
(5)kham bɔ̀ɔk kaan-yɛ̂ɛk「分割代名詞」 tàaŋ「それぞれ」  
(6)kham bɔ̀ɔk phûu-khâw-rûam「参加代名詞」 kan「一緒に」 
(1) と(1)-2 では、意味範囲が異なるものの、同一語の kham bɔ̀ɔk bu-rùtが用いられて
いるが、具体例が示す通り、(1)-2 は「人称代名詞」の意味範囲を示している。一方、(1)-










Pronouns「代名詞」を 11 のグループに分類している(表 2 参照)。 
表 2：Pronounsの分類6 
 原文 例 
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【三人称】kháw、thâan、kɛɛ、man  
(2) Kin Terms phɔ̂ɔ「父」、mɛ̂ɛ「母」  
(3) Pseudo Kin Terms phîi「兄/姉」、luŋ「父方/母方の伯父」 
(4) Teknonymy Terms ʔaa「父方の叔父/叔母」7 
(5) Personal name chɯ̂ɯ「名前」、chɯ̂ɯ-lên「ニックネーム」 
(6) Friendship Terms phɯ̂an「友」、fɛɛn「ファン」 
(7) Occupation Terms ʔaa-caan「先生」、mɔ̌ɔ「医者」、pha-yaa-baan「看護
師」, mɛ̂ɛ-kháa「女性行商人」、châaŋ「職人」 




(9) Titles as Pronouns thâan、khun、câw、nǔu 
(10) Words and Phrases Specially 
Employed to Refer to Spouse 
fɛɛn「恋人」、thîi bâan「家で」 
(11) Special Vocabulary Used in 
Speaking to and by Monks 
【一人称】ʔàat-ta-maa  
【二人称/三人称/呼びかけ】lǔaŋ-phîi、lǔaŋ-phɔ̂ɔ、lǔaŋ-taa 
表 2 中の(1)Personal Pronouns Proper は例として挙げられている語から鑑みるに、人
称代名詞の意味範囲を示すものと捉えることが可能である。なお、本分類においては、
複数のグループに属している語もいくつか見られる。例えば、(1)Personal Pronouns Proper
と重複するものとして、英語由来のʔay「Ｉ(一人称)」は(8) Foreign Loan Words as Pronouns
にも、僧侶が一人称表現として使用するʔàat-ta-maa は(11) Special Vocabulary Used in 
Speaking to and by Monks にも分類される形となっている他、(9)Titles as Pronounsに属す
る語は全て人称代名詞であり、(1)にも属するものとなる。 
Navavan (2016)の分類と Angkab (1972)の分類を比較してみると、表 1 の(1)-2 kham 
bɔ̀ɔk bu-rùt「人称代名詞」に該当する範囲は、表 2 の(1)Personal Pronouns Properとほぼ
合致する8。そして、表 2 の(1)以外のものが、全て表 1 の(1)-1 kham naam「名詞」に含
まれているかと言えば、(6) Friendship Terms や(10) Words and Phrases Specially Employed 





現に相当するタイ語語彙として、kham thɛɛn bu-rùt sàp-pha-naam ค ำแทนบุรุษสรรพนำม を
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呼びかけ表現については、1882-1982 年の小説や短編小説を研究対象とした Kalaya & 
Amara (1986)が広範かつ詳細な考察を行っている。その中で、話し手が聞き手のことを




一方、Navavan (2016)は、kham rîak khǎanを kham rîak「呼びかけ表現」と kham khǎan 





詞や thôot náʔ khráp/kháʔ「すいません」といった句も含まれており、呼びかけ表現が持
つ聞き手を発話の伝達先として同定する機能という点では若干意味範囲が異なるもの
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する語である kham bɔ̀ɔk maa-laa、もしくは khráp/kháʔなど、話し手の性別や年代、話し
手の態度や聞き手の立場を示す語である kham bɔ̀ɔk sa-thǎa-ná-phâap を kham rîak と合わ
せて使用する場合もある、とも述べられている。本稿では、kham bɔ̀ɔk maa-laaと kham 




Kalaya & Amara (1986)では kham rîak khǎan「呼びかけ表現」の形式について、詳細に
分析がなされている。呼びかけ表現の基本形式は“A＋(B)”となるが、表 3 で示した 6
グループが A として可能な構成要素として挙げられている。 
表 3：Aの構成要素9 
  原文中での英語 筆者訳 
1 sàp-pha-naam / kham nam-nâa naam --- 代名詞 / タイトル 
2 kham rîak yâat kin term 親族名称 
3 yót rank 階級 
4 ʔaa-chîip / tam-nɛ̀ŋ  title 職業名称 / 役職名称 
5 chɯ̂ɯ  name 名前 
6 wa-lii sa-dɛɛŋ khwaam rúu-sɯ̀k --- 感情表現 








また、表 3 中の 4. ʔaa-chîip / tam-nɛ̀ŋ は、原文中に補足の英訳として titleと表記され
ているが、これらのタイ語が表すものは事例を見ても「職業名称 / 役職名称」であり、
仮に補足の英語であったとしても、titleと表記してあると誤解を招く懸念がある。Cooke 
(1965)では、title の意味範囲として人称代名詞に加え kin term も含めるなど、他の研究
タイ語での代名詞代用表現・呼びかけ表現に関する考察 
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においても title「タイトル」の意味範囲が不明瞭なままに使用されるケースが散見され
るため、呼びかけ表現及び代名詞代用表現関連ターミノロジーの 1 つとして title「タイ
トル」の意味範囲を明確にすることも提起したい。 
Cooke (1965)では、名前の前に kin term が来るとそれを titleとみなしているが、Kalaya 
& Amara (1986)が示した表 3 の考え方であれば 1. kham nam-nâa naam「タイトル」と 2. 
kham rîak yâat (kin term)「親族名称」とは明確に分けることが可能となる。また、表 3 中
で 1. sàp-pha-naam「代名詞」と 1. kham nam-nâa naam「タイトル」を同じグループとし
ているのは、sàp-pha-naam「代名詞」の中には kham nam-nâa naam「タイトル」として使
用しているものがあるためである。具体的には、二人称の人称代名詞でもある khun や
thâan であるが、それらは 2. kham rîak yâat「親族名称」、4. ʔaa-chîip / tam-nɛ̀ŋ「職業名称
/役職名称」、5. chɯ̂ɯ「名前」の前に付加され使用される。そして、kham nam-nâa naam
は、kham「語」＋nam-nâa「前に」＋naam「名詞」という要素から構成され、名詞の前
に来る語、といった意となる。さらに表 3 中の 1～6 の順番は入れ替わることはないと
しており、1. kham nam-nâa naam は常に親族名称や名前などの他の名詞よりも先に生起
するものであることから、kham nam-nâa naam を title「タイトル」に相当するタイ語の
語彙と捉えるのは妥当であろう。但し、kham nam-nâa naam「タイトル」と sàp-pha-naam
「代名詞」が指す範囲は全く同一ではないため、その点は明確に区別して使用する必要
はあると考える。 
一方、“A＋(B)”の B に該当する語を kham loŋ tháay と呼び、具体例として cǎa や
khráp/kháʔなどを示す他、A の後に生起し、丁寧さや話し手と聞き手の親疎を示す機能
を有している語としている。kham「語」＋loŋ「入れる」＋tháay「最後」といった要素
から構成されるこの語は Navavan (2016)が使用する kham bɔ̀ɔk maa-laa と kham bɔ̀ɔk    
sa-thǎa-ná-phâap と呼び方は異なるものの、意味範囲はほぼ重複しており、kham loŋ tháay
についても本稿では便宜上、同じく「終結小辞」と仮称することとする。この「終結小
辞」の生起する位置や意味機能については筆者も同意するものの、括弧書き(B)が示す
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(短縮形)」を呼びかけ表現として使用する場合は、高いレベルでの敬意を示すタイトル
thâan を「学長」の前に付加するとともに、呼びかけ表現の後に手寧さを表す終結小辞
kháʔ (男性の場合は khráp)を付け加えた(例 1-b)の形で用いるのが一般的と考える。 
 
(例 1-a)   
ʔa-thí-kaan  nîi ʔèek-ka-sǎan kaan-pra-chum khâʔ 
president.ADT  this document meeting PTCL 
「ʔa-thí-kaan、こちらが会議資料です。」 
(例 1-b)   
thâan ʔa-thí-kaan kháʔ  nîi ʔèek-ka-sǎan kaan-pra-chum khâʔ 
TTL.HON president.ADT PTCL  this document meeting PTCL 
「thâan ʔa-thí-kaan kháʔ、こちらが会議資料です。」 
 














khun phîi náʔ  khun phîi 
TTL.HON elder sibling. 
ADT 
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Kalaya & Amara (1986)が対象としたデータの中で確認された呼びかけ表現の A に該
当する部分の組み合わせは 25 種類であり、それらをまとめたものが表 4 である。なお、
「組み合わせ」欄で示されている番号は、表 3 での番号となる。 
表 4：確認された呼びかけ表現 Aの組み合わせ 9 
【1 要素】 
No. 組み合わせ 例 
1 1 khun「二人称代名詞」、khun-naay「奥様」 
2 2 pâa「父方/母方の伯母」、lǎan「孫/甥/姪」、lûuk「子供」、cée「姉(中国語由来)」 
3 3 khun-yǐŋ「首相夫人」、càa「警察の一番下の職位」 
4 4 ʔaa-caan「(教職の)先生」、phûu-càt-kaan「マネージャー」  
5 5 chɯ̂ɯ-lên「ニックネーム」、chɯ̂ɯ-ciŋ「本名」 
6 6 phɯ̂an-rák「愛すべき友」、thîi-rák「最愛の人」 
【2 要素】 
No. 組み合わせ 例 
7 1+2 khun+ʔaa「～さん+父方の叔父/叔母」、ʔây+nɔ́ɔŋ「男性のタイトル+弟/妹」 
8 1+3 thâan+naay-phon「～様+軍人の最高位職」、khun+càa「～さん+警察の職位」 
9 1+4 khun+mɔ̌ɔ「～さん+医者」、thâan+naa-yók「～様+首相」 




12 2+3 phîi+khǔn「兄/姉+(昔の)公務員の職位」、 phîi+lǔaŋ「兄/姉+(昔の)公務員の職位」 
13 2+4 luŋ+mɔ̌ɔ「父方/母方の伯父+医者」、luŋ+phûu-yày「父方/母方の伯父+村長」、 
14 2+5 phîi+kriaŋ「兄/姉+名前」、nɔ́ɔŋ+tǔm「弟/妹+名前」、lûuk+tûm「子供+名前」 
15 3+5 càa+wɛ̌ɛŋ「警察の一番下の職位+名前」、mùat+daa-raa「警察の職位+名前」 
16 3+6 thâan-chaay+thuun-hǔa-khɔ̌ɔŋ-mɛ̂ɛ「男性王族の位+尊敬と愛情を表す表現」  
17 4+5 phûu-kam-kàp+ʔìt-sa-rà「監督+名前」、thít +khǐaw「出家完了者+名前」 
18 5+6 ʔù-sǎa+yɔ̂ɔt-rák「名前+最愛の人」、ku-lít+thîi-nâa-sǒŋ-sǎan「名前+可哀そうな人」 
【3 要素】 
No. 組み合わせ 例 
19 1+2+4 khun+pâa+ʔaa-caan「～さん+父方/母方の伯母+(教職の)先生」 
20 1+3+4 khun+phrá+pa-làt「～さん+公務員の職位+副郡長」 
21 1+3+5 khun+lǔaŋ+phí-sìt(+kháʔ) 「～さん+公務員の職位+名前(+終結小辞)」 
スニサー ウィッタヤーパンヤーノン（齋藤）
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22 1+4+5 thâan+ʔay-ya-kaan+sa-mǐŋ) 「～様+検事+名前」 
23 1+5+6 mɛ̂ɛ+nîm+thîi-rák「女性のタイトル+名前+最愛の人」 
24 2+5+6 phîi+rát+khɔ̌ɔŋ-nɔ́ɔŋ「兄/姉+名前+私(弟/妹)の」 
25 3+5+6 yǐŋ+nɔ́ɔy +lǎan-raw「女性王族の位+名前+私の孫/甥/姪の」 
表 4 で示された組み合わせや法則は、今後の研究のためにも非常に有益なものである
が、いくつか指摘、もしくは補足しておきたい点がある。まず 3. yót (rank)「階級」にあ
る語が現在ではあまり使われない語が多いということである。No.12 の例にある公務員の職位
である khǔn や lǔaŋ、No.16 の thâan-chaay「男性王族の位」、No.25 の yǐŋ「女性王族の位」と
いった語は、今ではほとんど使われておらず、現在でも一般的に使用されているものは警察
官の職位となる càaや mùatなどとなり、実質的には 4. tam-nɛ̀ŋ「役職名称」と 3. yót (rank)「階
級」の意味範囲が重なってきているのではと思われる。また、No. 10 や No.13 に登場する mɛ̂ɛ
「母」は 2. kham rîak yâat (kin term)「親族名称」ではなく、1. sàp-pha-naam / kham nam-nâa 


















そして、Kalaya & Amara (1986)では、呼びかけ表現が生起する位置については、話し
タイ語での代名詞代用表現・呼びかけ表現に関する考察 









Kalaya & Amara (1986)は、kham rîak khǎan「呼びかけ表現」を注意喚起機能のみでの意
味範囲として捉えていることになる。 
このように研究者によって機能的特徴にも差異が見られるため、本稿にて呼びかけ表





lûuk cǎa  lûuk yàa kuan mɛ̂ɛ sìʔ  lûuk 
child.ADT PTCL  child. 
SBJ.PRNSB 
do not disturb mother.OBJ PTCL  child.ADT 
「lûuk cǎa、（あなた=lûuk は）お母さんの邪魔をしてはいけませんよ、lûuk。」 
「子ども」を意味する呼びかけ表現 lûuk が含まれた文となるが、文頭に終結小辞も
含む形で lûuk cǎa、加えて文末に lûuk と文頭と文末に呼びかけ表現が生起している。
なお、文中の 2 番目の lûuk は本文の主語となる。 
 
(例 5) 
khun khráp  khun  cɔ̀ɔt rót troŋ-níi mây dâay náʔ 
you. 
2.PRN.ADT 






here not can PTCL 
「khun khráp、khun、ここに車は駐車できませんよ。」 
文頭に二人称代名詞となる khun と終結小辞 khráp が共起した呼びかけ表現に続き、
khun が使用され、呼びかけ表現が 2 回続けて生起している文となる。なお、ここでは主
スニサー ウィッタヤーパンヤーノン（齋藤）
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語となる語が khun ということが文脈から明らかであるため、非表示とされている11。 
 



















































伺える。また、Kalaya & Amara (1986)では、最大 6 要素から成る呼びかけ表現が可能で
あり、彼女たちの調査結果では 3 要素まで見られたが、この意識調査見られた組み合わ


















































用表現」に相当するタイ語語彙として kham thɛɛn bu-rùt sàp-pha-naam ค ำแทนบุรุษสรรพนำม
を提案する。kham thɛɛn bu-rùt sàp-pha-naam は本文中で主語や目的語の機能を有してい
るため、生起する位置も本文での主語、目的語の位置となる。kham thɛɛn bu-rùt    
sàp-pha-naam 総体としては一人称、呼びかけ表現を含む二人称、及び三人称で使用可能
であるが、語彙によっては、使用することが適切ではない人称があるとともに、kham 











は A＋(B)となり、A は 1. sàp-pha-naam/kham nam-nâa naam「代名詞/タイトル」→2. kham 
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rîak yâat「親族名称」→3. yót「階級」→4. ʔaa-chîip / tam-nɛ̀ŋ「職業名称/役職名称」→5. 
chɯ̂ɯ「名前」→6. wa-lii sa-dɛɛŋ khwaam rúu-sɯ̀k「感情表現」の順で最少 1 要素から最多
で 6 要素から成る組み合わせで構成されるが、異なる順番も既に確認されており、更な






また、kham thɛɛn bu-rùt sàp-pha-naam「代名詞代用表現」と kham rîak bùk-khon「呼び
かけ表現」に共通し、親族名称や職業名称/役職名称、名前などの名詞の前に付加され使
























なる検証が求められる。例えば、以下の(例 7)は「そこの 2 人!」と注意を促す意味の文







sɔ̌ɔŋ khon nán nâʔ 
2.ADT person.CLF.ADT that.ADT PTCL 
「そこの 2 人！」 
 







khun bun-líaŋ khráp  pay nǎy maa 
















1 本研究は JSPS 科研費 JP18H00686、JP17H02331、JP20H01255 の助成を受けたもので
ある。 
2 khruu「(教職の)先生」や mɔ̌ɔ「医師」の前に敬称としてのタイトル khun を付加しても
用いられる。 
3 怒りを示す場合や丁寧さを欠く表現として、呼びかけ表現でも khun を付加しないケ
ースもある。 
4 意図的に距離を置こうとする場合や皮肉を込めた場合などで、稀に khun を付加する
ケースもある。 
5 表 1は Navavan (2016)の記述内容に基づき、筆者にて表形式で示したもの。 
6 表 2は Angkab (1972)の記述内容に基づき、筆者にて表形式で示したもの。 
7 父親が子供目線で自身の妹のことをʔaa「叔母」と呼ぶ。 
8 Angkab (1972)は指示代名詞 nîi を人称代名詞に含めているが、Navavan (2016)は含めて
いない。 
9 表 3、表 4 は、Kalaya & Amara (1986)の記述内容に基づき、筆者にて表形式で示した
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10 同一文は独り言の文としても成立する。 
11 文中の 2 番目の khun と rót の間に間を取らなければ、2 番目の khun を主語と解釈す
ることも可能である。 
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Reference Grammar of Thai (Iwasaki & Ingkaphirom 2009)”、③『タイ語の基礎 増補新版
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ADT 呼びかけ表現 address term PSN 人名 person name 
CLF 類別詞 claassifier PTCL 小辞 particle 
HON 敬称 honorific SBJ 主語 subject 
NUM 数辞 numeral TR 他動詞 transtive 
OBJ 目的語 object TTL タイトル title 
PRN 人称代名詞 personal pronoun    
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